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６月の主な予定 

1 水 
指導講師連絡会（～6/3） 

しののめ教室教育相談（～6/3） 

2 木 
琉大連携推進会議 

しののめ教室スタッフ会議 

7 火 室内検討会 

9 木 ミーティング 

10 金 所内検討会③「指導案」 

13 月 ヒアリング⑥「板書計画・模擬授業」 

14 火 
三線クラブ⑤ 

幼児教育短期研修(基礎②)Zoom 

16 木 しののめ教室スタッフ会議 

20 月 検証保育・授業（～7/8） 

23 木 慰霊の日 

28 火 島尻地区教育研究団体連絡協議会総会 

29 水 しののめ教室合同体育 

30 木 第１回しののめ教室入室判定会議 

 

５月１２日（木）に「沖縄県立図書館」を見学しまし

た。図書館職員にガイドしてもらい、これまで知らなか

ったサービスを教えていただき、早速サービスを利用し

研究に生かしている研究員の姿がありました。 

教育研究員を対象に、島尻教育研究所 大城讓次

所長が講話を行いました。これまでの実践やこれか

らの教育について、本の紹介を交えながら多くのメ

ッセージを伝えてくれました。 

【研究員の感想】 

○今まで、型にはめてみんな同じように授業を進め

たり、同じような行動を強制していたのかもしれ

ないと考えさせられました。児童それぞれに適し

た学び方があり、それをクラス全体、学校全体が理

解して支持的風土のある学校にしていかないとい

けないなと感じました。 

前期教育研究員所外研修 

沖縄県立図書館見学 

【研究員の声】 

〇本を貸出するだけでなく、 

 本の調査・相談ができる 

 サービス等、様々な面で 

活用できることを知った。 

〇レファレンスサービスを 

 初めて知った。私達のニ 

ーズに応えて本を探して 

 くれるサービスを早速活用していきたい。 

〇これまで学校の図書館や近隣の図書館などを有効に

利活用できていないことにも気づくことができた。こ

れからは足を運んで図書館を利用していきたい。 

○図書館には創造性のきっかけがたくさんあふれてい

ることに気づかされた。今後は、研究を進める上でも

積極的に利活用していきたい。 

５月 1３日（金）に、県義務教育課幼児教育班幼児

教育アドバイザー 山城いと子氏を講師に招き「公

私立幼稚園・認定こども園・保育所(園)教諭等研修会

基礎ステージ①」の研修をオンラインで開催しまし

た。島尻地区内における本島・離島の先生方 54 団

体 98 名が参加し、子ども主体の養護と教育が一体

となった保育実践～こども理解・指導計画作成・振り

返り～について学びを深めました。 

第１回教育講演会 

大阪大学名誉教授 小野田正利先生をお招きして「保

護者対応」に関する講演会を開催しました。地区内の幼

小中学校教職員を対象に「学校と保護者とのいい関係づ

くり」と題して行われ、約 200名の先生方の参加があ

りました。与那原町教育委員会共催により、換気対策万

全な与那原町上の森かなちホールで実施できました。 

講話では、保護者対応時には「傾聴の姿勢」「一人で

抱えこまない」や「教師自身が自分を大事にする」等、

具体的な事例や映像を見ながら紹介していただきまし

た。ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。

第２回講演会を８月１６日(火)に予定しています。校内

研修等への活用もご検討ください。  

 

前期教育研究員所内研修 

保護者の話を聴く、保護者

をリスペクトする、身にし

みました。 

具体的な対応策も丁寧に教

えてくださり助かりました

これから誠意をもって対応

していきたいと思いました

勇気がでました。 小野田先生の実際に熱く語

る姿や内容に、何度も胸が熱

くなり涙がこみあげること

もありました。これまでの保

護者対応を振り返るよい学

びになりました。 

７０％の力で対応する心

の余裕、同僚に相談する

大切さ、自分自身を大事

にすることを学びました 

館内を見学する研究員 


